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大学共通 文学部　英語英米文学科 文学部　日本文学科 文学部　国際文化学科 文学部　現代社会学科

人
材
育
成
方
針

成蹊大学は「理念・目的」を踏ま
え、以下の人材育成方針のもとに教
育を行います。
１　広い教養と深い（各学科、各専
攻の）専門知識を備え、物事の本質
を探究する思考力を養成する。
２　自己の人生観・価値観を確立
し、自分の考えや意見を的確かつ明
瞭に表現、発信する力を養成する。
３　多様な文化、環境、状況に対応
し、他者と協働して課題の解決に取
り組む力を養成する。
４　未知のものに積極的に挑み、生
涯学び続けようとする自発性と積極
性を養成する。

１　自国の文化及び異文化を相対化
して読み解く力を養成する。この目
的のため学生は、英語を学ぶことに
より言語そのものに対する意識を培
い、英語圏の英米文学・文化を学ぶ
ことにより文化が言葉によって成り
立つことを理解する。
２　真の国際感覚を備えた人材及び
日本の英語教育に貢献する人材を養
成する。この目的のために学生は、
外国語としての英語の運用能力を強
化し、英語圏の言語・社会・文化・
コンテクスト・芸術・思想について
幅広い理解を得る。

１　日本語学及び日本文学を学ぶこ
とによってはじめて可能となる高度
で柔軟な日本語運用力を身につける
とともに、日本人や日本文化につい
ての幅広く体系的な教養と深い理解
を獲得し、それらを社会生活におい
て有効に活用しつつ、次の時代に受
け渡すことのできる人材を養成す
る。
２　多様な国際社会の中で、自らの
文化的特性に立脚しつつ自律的に行
動できる基礎的な判断力及び自らの
思いを積極的に伝えることのできる
豊かな表現力を備えた人材を養成す
る。

１　歴史・地域文化研究、文化人類
学及び国際関係研究にまたがる専門
科目を学びつつ、世界に関する広い
知見と深い教養を修得させるととも
に、情報収集・分析能力、さらには
国内外で通用するコミュニケーショ
ン能力を育てる。歴史と文化を視座
としながら、世界を時空的な広がり
のなかで理解し、グローバル化のな
かで複雑さを増す現代、さらには未
来と向き合う柔らかな力を涵養す
る。
２　世界や社会が直面する諸課題に
柔軟に対処でき、かつ、異文化理解
の実践を通じて文化間の架け橋とな
りうる自律的な人材を養成する。

１　社会学及びメディア研究の理論
及び実証的研究法を通じて社会を理
解するための基本的枠組みを修得さ
せるとともに、少人数による演習を
通じて、自らの課題を設定できる
「問題発見力」を養い、過去から現
在に至る資料を調査できる「リサー
チ力」を高め、街に出ることで「社
会実践」から学び、他者に対して説
得的に表現する「アカデミックスキ
ル」を身につける。
２　１に規定する教育を通じて、現
代社会の抱える諸問題をその背景に
まで遡って多角的に検討できる思考
力ならびに状況に的確に対応できる
判断力及び行動力を兼ね備えた人材
を養成する。

ＤＰ 成蹊大学は、「教育の目標（人材育
成方針）」を踏まえ、次のように学
位授与の方針を定めます。「専門分
野の知識・技能の修得」「教養の修
得」「課題の発見と解決」「多様な
人々との協働」「表現力、発信力」
「自発性、積極性」の各項目に関し
て、以下の基準に到達するように編
成された各学科、各専攻の教育課程
において、所定の単位を修得した者
に対して所定の学位を授与します。

文学部英語英米文学科は、大学全体
の学位授与方針に基づき、「専門分
野の知識・技能の修得」「教養の修
得」「課題の発見と解決」「表現
力、発信力」「多様な人々との協
働」「自発性、積極性」の各項目に
関して、以下の基準に到達するよう
に編成された教育課程において、所
定の単位を修得した者に対して学士
（文学）の学位を授与します。

文学部日本文学科は、大学全体の学
位授与方針に基づき、「専門分野の
知識・技能の修得」「教養の修得」
「課題の発見と解決」「表現力、発
信力」「多様な人々との協働」「自
発性、積極性」の各項目に関して、
以下の基準に到達するように編成さ
れた教育課程において、所定の単位
を修得した者に対して学士（文学）
の学位を授与します。

文学部国際文化学科は、大学全体の
学位授与方針に基づき、「専門分野
の知識・技能の修得」「教養の修
得」「課題の発見と解決」「表現
力、発信力」「多様な人々との協
働」「自発性、積極性」の各項目に
関して、以下の基準に到達するよう
に編成された教育課程において、所
定の単位を修得した者に対して学士
（文学）の学位を授与します。

文学部現代社会学科は、大学全体の
学位授与方針に基づき、「専門分野
の知識・技能の修得」「教養の修
得」「課題の発見と解決」「表現
力、発信力」「多様な人々との協
働」「自発性、積極性」の各項目に
関して、以下の基準に到達するよう
に編成された教育課程において、所
定の単位を修得した者に対して学士
（文学）の学位を授与します。
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大学共通 文学部　英語英米文学科 文学部　日本文学科 文学部　国際文化学科 文学部　現代社会学科

ＤＰ１ 【専門分野の知識・技能】
（ＤＰ１）（各学科、各専攻の）専門分野に
関する知識・技能を修得している。

【専門分野の知識・技能】
（ＤＰ１－１）英語英米文学科の専門分野
に関する知識・技能を修得している。

【専門分野の知識・技能】
（ＤＰ１－１）日本文学科の専門分野に関
する知識・技能を修得している。

【専門分野の知識・技能】
（ＤＰ１－１）国際文化学科の専門分野に
関する知識・技能を修得している。

【専門分野の知識・技能】
（ＤＰ１－１）現代社会学科の専門分野に
関する知識・技能を修得している。

（ＤＰ１－２）文化的他者とのコミュニケー
ションにおいて基礎的な技能となる英語
力を修得している。また、そのために必
要な言語・社会・文化・歴史・芸術・思想
に関する専門的な知識の中から個人の
関心に応じて必要なものを修得してい
る。

（ＤＰ１－２）日本語学研究における基本
的な知識と研究方法を修得している。

（ＤＰ１－２）日本を含む世界における歴
史的事象についての認識と解釈、現代
世界の動きの理解と諸課題への対処、
異文化理解の実践に関する基本的な知
識・技能を身に付け、個人の関心テーマ
に応じた形でさらに専門的に修得してい
る。

（ＤＰ１－２）社会学及びメディア研究の
理論及び実証的研究法を通じて、現代
社会の抱える諸問題を、その背景にまで
遡って多角的に検討できる思考力、なら
びに、状況に的確に対応できる判断力・
行動力を修得している。

　 （ＤＰ１－３）言語学の基礎的な概念及び
理論を修得し、言語学の方法論を用いて
英語や比較としての他言語の仕組みを
分析し理解することができる。

（ＤＰ１－３）日本文学研究における基本
的な知識と研究方法を修得している。

（ＤＰ１－３）日本を含む世界における歴
史と文化についての基本的な知識と研
究方法を修得し、これを用いて自他の歴
史・文化を多角的に理解することができ
る。

（ＤＰ１－３）社会学の理論及び実証的研
究法を、「社会学基礎」・「社会学発展」
の科目群を通じて体系的に学ぶことで、
現代社会を理解するための基本的枠組
みを修得している。

（ＤＰ１－４）英語圏文学・文化の成り立ち
を理解し、代表的作品に触れ、それらに
ついて専門的見地から分析し理解するこ
とができる。

（ＤＰ１－４）文化人類学の基本的な理
論、概念、及び方法論として重要な
フィールドワークの手法を修得し、自ら課
題発見をして異文化理解と異文化間コ
ミュニケーションに応用することができ
る。

（ＤＰ１－５）第一・第二外国語習得論や
語用論等、英語教育に必要な実践的知
識や技能を修得している。

（ＤＰ１－６）主要な英語圏の芸術・思想
について熟知し、それらについて専門的
見地から分析し理解することができる。

（ＤＰ１－４）日本人及び日本文化につい
ての幅広く体系的な知識を修得してい
る。

（ＤＰ１－４）メディア研究の理論及び実
証的研究法を、「メディア研究基礎」・「メ
ディア研究発展」の科目群を通じて体系
的に学ぶことで、現代社会を理解するた
めの基本的枠組みを修得している。

（ＤＰ１－５）国際関係研究の基本的な諸
概念や理論枠組みを把握し、それらを用
いて世界情勢の主要問題を分析するこ
とができる。
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大学共通 文学部　英語英米文学科 文学部　日本文学科 文学部　国際文化学科 文学部　現代社会学科

ＤＰ２ 【教養の修得】（広い視野での思考・判
断）
（ＤＰ２）人文科学、社会科学、自然科学
及びこれらにまたがる学際的な分野に
関する基礎的な知識を修得し、広い視野
で思考・判断を行うことができる。

【教養の修得】（広い視野での思考・判
断）
（ＤＰ２－１）人文科学、社会科学、自然
科学及びこれらにまたがる学際的な分
野に関する基礎的な知識を修得し、広い
視野で思考・判断を行うことができる。

【教養の修得】（広い視野での思考・判
断）
（ＤＰ２－１）人文科学、社会科学、自然
科学及びこれらにまたがる学際的な分
野に関する基礎的な知識を修得し、広い
視野で思考・判断を行うことができる。

【教養の修得】（広い視野での思考・判
断）
（ＤＰ２－１）人文科学、社会科学、自然
科学及びこれらにまたがる学際的な分
野に関する基礎的な知識を修得し、広い
視野で思考・判断を行うことができる。

【教養の修得】（広い視野での思考・判
断）
（ＤＰ２－１）人文科学、社会科学、自然
科学及びこれらにまたがる学際的な分
野に関する基礎的な知識を修得し、広い
視野で思考・判断を行うことができる。

（ＤＰ２－２）言語学、翻訳・通訳学の方
法を中心として、必要に応じて文化研究
など学際的な視点から言語、文化を相対
的に観察し分析することができる。

（ＤＰ２－２）日本語及び日本文学に関
し、学科教育の基盤をなす諸学問分野
の視点を組み合わせ、必要に応じさらに
幅広い分野の知見を加えて、学際的か
つ総合的に理解する力を備えている。

（ＤＰ２－２）日本を含む世界の諸文化や
諸課題に関し、学科教育の基盤をなす
諸学問分野の視点を組み合わせ、必要
に応じさらに幅広い分野の知見を加え
て、学際的かつ総合的に理解する力を
備えている。

（ＤＰ２－２）現代社会が抱える諸問題に
関し、学科教育の基盤をなす諸学問分
野の視点を組み合わせ、必要に応じてさ
らに幅広い分野の知見を加えて、学際的
かつ総合的に理解する力を備えている。

（ＤＰ２－３）階級・人種・ジェンダー・精神
分析といった領域横断的な批評理論の
基本的知識を身につけることで、複数の
コンテクストを踏まえて思考・判断を行う
ことができる。

（ＤＰ２－４）第一・第二外国語習得論や
語用論といった、英語教育で必要とされ
る実践的知識や技能の修得している。

（ＤＰ２－５）英語圏の多様な芸術・思想
を学ぶことで、自己を相対化し、他者や
世界との関わりのなかで思考・判断を行
うことができる。
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ＤＰ３ 【課題の発見と解決】（情報の調査収集
＋分析・解釈＋論理的思考）
（ＤＰ３）課題の本質を発見するために必
要な情報（文献、統計等を含む）を調査
収集し、それらを的確に解釈・分析し、課
題の解決に向けて論理的に思考する能
力を身に付けている。

【課題の発見と解決】（情報の調査収集
＋分析・解釈＋論理的思考）
（ＤＰ３－１）課題の本質を発見するため
に必要な情報（文献、統計等を含む）を
調査収集し、それらを的確に解釈・分析
し、課題の解決に向けて論理的に思考
する能力を身に付けている。

【課題の発見と解決】（情報の調査収集
＋分析・解釈＋論理的思考）
（ＤＰ３－１）課題の本質を発見するため
に必要な情報（文献、統計等を含む）を
調査収集し、それらを的確に解釈・分析
し、課題の解決に向けて論理的に思考
する能力を身に付けている。

【課題の発見と解決】（情報の調査収集
＋分析・解釈＋論理的思考）
（ＤＰ３－１）課題の本質を発見するため
に必要な情報（文献、統計等を含む）を
調査収集し、それらを的確に解釈・分析
し、課題の解決に向けて論理的に思考
する能力を身に付けている。

【課題の発見と解決】（情報の調査収集
＋分析・解釈＋論理的思考）
（ＤＰ３－１）課題の本質を発見するため
に必要な情報（文献、統計等を含む）を
調査収集し、それらを的確に解釈・分析
し、課題の解決に向けて論理的に思考
する能力を身に付けている。

（ＤＰ３－２）言語にまつわる課題の本質
を発見するために、文献にあたり、課題
解決に必要なデータなどを収集して調査
を行い、得られたものを論理的に分析及
び考察することができる。

（ＤＰ３－２）書籍、雑誌、新聞、インター
ネット等の多様なメディアにおいて、取得
できる知見やデータの所在、種類等を熟
知し、必要なときに必要な情報を入手す
ることができる。

（ＤＰ３−２）書籍、雑誌、新聞、インター
ネット等の多様なメディアにおいて、取得
できる知見やデータの所在、種類等を熟
知し、必要なときに必要な情報を入手す
ることができる。

（ＤＰ３−２）書籍、雑誌、新聞、インター
ネット等の多様なメディアにおいて、取得
できる知見やデータの所在、種類等を熟
知し、必要なときに必要な情報を入手す
ることができる。

（ＤＰ３－３）英語圏文化に関わる課題の
本質を発見するために、関連文献を調
査収集し、作品とそのコンテクストを的確
に解釈・分析して、課題の解決に向けて
論理的に思考する能力を身に付けてい
る。

（ＤＰ３－３）日本語学あるいは日本文学
の諸問題に関して、過去の文献等も含
む様々な資料から幅広く情報を調査収
集し、それらを分析しつつ、的確でかつ
論理的な考察を行うことができる。

（ＤＰ３−３）日本を含む世界の諸文化や
諸課題に関し、時間的及び空間的に幅
広いデータを調査収集し、それらを分析
しつつ、的確な解釈を行うことができる。

（ＤＰ３−３）社会学及びメディア研究の理
論及び実証的研究法を通じて、社会を理
解するための基本的枠組みを修得する
ことで、現代社会が抱える諸問題を、そ
の背景にまで遡って多角的に検討できる
思考力、ならびに、状況に的確に対応で
きる判断力・行動力を兼ね備えている。
また、各年次に配当された必修の演習を
通じて、批判的・論理的思考力、課題探
究・問題解決能力を身につけている。

（ＤＰ３－４）英語教育に関わる課題の本
質を発見するために、社会調査等の
データを収集・分析することで、論理的な
思考を行い適切な結論を導き出す能力
を身に付けている。

（ＤＰ３－５）英語圏の芸術・思想に関わ
る課題の本質を発見するために、関連
文献を調査収集し、それらを的確に解
釈・分析して、課題の解決に向けて論理
的に思考する能力を身に付けている。
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大学共通 文学部　英語英米文学科 文学部　日本文学科 文学部　国際文化学科 文学部　現代社会学科

ＤＰ４ 【表現力、発信力】
（ＤＰ４）自分の意見や考えを、外に向け
て的確かつ明瞭に発信できる豊かな表
現力を身に付けている。

【表現力、発信力】
（ＤＰ４－１）自分の意見や考えを、外に
向けて的確かつ明瞭に発信できる豊か
な表現力を身に付けている。

【表現力、発信力】
（ＤＰ４－１）自分の意見や考えを、外に
向けて的確かつ味わい深く発信できる豊
かな表現力を身に付けている。

【表現力、発信力】
（ＤＰ４－１）自分の意見や考えを、外に
向けて的確かつ明瞭に発信できる豊か
な表現力を身に付けている。

【表現力、発信力】
（ＤＰ４－１）自分の意見や考えを、外に
向けて的確かつ明瞭に発信できる豊か
な表現力を身に付けている。

（ＤＰ４－２）学術的主題についての分
析、考察、結論づけを少人数制の演習
（セミナー）での発表やレポート・卒業論
文の作成を通じて、他者にわかるように
論理的に伝えることができる。

（ＤＰ４－２）日本語学及び日本文学に関
して、一般の人にわかりやすく説明でき
る。

（ＤＰ４－２）日本を含む世界の国・地域・
文化の状況、それらの歴史的形成や相
互関係について、広く社会に発信する力
を身につけている。

（ＤＰ４－２）現代社会が抱える諸問題に
関し、各年次に配当された必修の演習
及び卒業論文の作成を通じて、みずから
の考えを的確に表現・発信できるコミュニ
ケーション能力・プレゼンテーション能力
を身につけている。

（ＤＰ４－３）日本語学及び日本文学に関
する分析を、わかりやすく文章や図表に
まとめることができる。

（ＤＰ４－３）日本を含む世界の諸文化や
諸課題に関する理論的、実証的な分析
を、わかりやすく文章や図表にまとめる
ことができる。

ＤＰ５ 【多様な人々との協働】（コミュニケーショ
ン＋協調性＋チームワーク）
（ＤＰ５）多様な人々と協働して課題解決
に取り組んだ経験を通じて、多様な価値
観を受容し、協調性やコミュニケーション
力を身に付け、チームの中で自分の役
割を的確に果たすことができる。

【多様な人々との協働】（コミュニケーショ
ン＋協調性＋チームワーク）
（ＤＰ５－１）多様な人々と協働して課題
解決に取り組んだ経験を通じて、多様な
価値観を受容し、協調性やコミュニケー
ション力を身に付け、チームの中で自分
の役割を的確に果たすことができる。

【多様な人々との協働】（コミュニケーショ
ン＋協調性＋チームワーク）
（ＤＰ５－１）多様な人々と協働して課題
解決に取り組んだ経験を通じて、多様な
価値観を受容し、協調性やコミュニケー
ション力を身に付け、チームの中で自分
の役割を的確に果たすことができる。

【多様な人々との協働】（コミュニケーショ
ン＋協調性＋チームワーク）
（ＤＰ５－１）多様な人々と協働して課題
解決に取り組んだ経験を通じて、多様な
価値観を受容し、協調性やコミュニケー
ション力を身に付け、チームの中で自分
の役割を的確に果たすことができる。

【多様な人々との協働】（コミュニケーショ
ン＋協調性＋チームワーク）
（ＤＰ５－１）多様な人々と協働して課題
解決に取り組んだ経験を通じて、多様な
価値観を受容し、協調性やコミュニケー
ション力を身に付け、チームの中で自分
の役割を的確に果たすことができる。

（ＤＰ５－２）少人数制の演習（セミナー）
で他の受講生たちと協働して課題解決
に取り組むことで協調性を身につけると
ともに、他者との関わりのなかで自らの
役割が認識できるようになる。

DP６ 【自発性、積極性】
（ＤＰ６）学びで獲得した知識・技能を、
様々な活動(正課・正課外や学内・学外
を問わず)において自発的・積極的に活
用した経験を有している。

【自発性、積極性】
（ＤＰ６－１）学びで獲得した知識・技能
を、様々な活動(正課・正課外や学内・学
外を問わず)において自発的・積極的に
活用した経験を有している。

【自発性、積極性】
（ＤＰ６－１）学びで獲得した知識・技能
を、様々な活動(正課・正課外や学内・学
外を問わず)において自発的・積極的に
活用した経験を有している。

【自発性、積極性】
（ＤＰ６－１）学びで獲得した知識・技能
を、様々な活動(正課・正課外や学内・学
外を問わず)において自発的・積極的に
活用した経験を有している。

【自発性、積極性】
（ＤＰ６－１）学びで獲得した知識・技能
を、様々な活動(正課・正課外や学内・学
外を問わず)において自発的・積極的に
活用した経験を有している。
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